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(57)【要約】
【課題】洗面装置１における汚れや異臭を防止し、洗浄
を容易になして、衛生的で快適に使用可能な洗面装置１
を提供する。
【解決手段】ボウル１０と、開けば給水し閉じれば給水
を停止する開閉弁を備えた給水カラン７と、ボウル１０
内の水位を検知する水位検知手段１１と、前記開閉弁を
開閉する制御手段と、を備え、ボウル１０内の水が所定
水位１２に達したことを水位検知手段１１が検知すれば
制御手段が開閉弁を閉じて給水を停止するようになして
いる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボウルと、開けば給水し閉じれば給水を停止する開閉弁を備えた給水カランと、ボウル
内の水位を検知する水位検知手段と、前記開閉弁を開閉する制御手段と、を備え、ボウル
内の水が所定水位に達したことを水位検知手段が検知すれば制御手段が開閉弁を閉じて給
水を停止するようになした洗面装置。
【請求項２】
　水位検知手段はボウル上端より上方で、ボウル中央より奥側に備えた距離センサである
ことを特徴とする請求項１記載の洗面装置。
【請求項３】
　水位検知手段は給水カラン下部に設けた距離センサであることを特徴とする請求項２記
載の洗面装置。
【請求項４】
　水位検知手段はボウルの上方に備える収納キャビネット下部に設けた距離センサである
ことを特徴とする請求項２記載の洗面装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、洗顔や洗髪に用いられる洗面装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、洗顔や洗髪に用いられる洗面装置は知られている。この種の洗面装置は、一
般に、ボウル、ボウルへ給水する給水カラン、ボウル下部に開口して設けられた排水口、
ボウル側壁より排水するオーバーフロー孔を備える。また、洗面装置の上方や下方に収納
キャビネットを備える場合もある。排水口を閉じてボウル内に水を溜め、洗顔や洗髪が可
能である。ボウル内に溜めた水がボウルの上端を越えて外部に流出してしまうことを防ぐ
ため、ボウル内の水位が所定水位に達した場合に排水するためのオーバーフロー孔がボウ
ルの側壁に設けられている。オーバーフロー孔はオーバーフロー管上部に接続されている
。オーバーフロー管は上部をオーバーフロー孔としてボウル内に開口し、下部は排水管に
接続されており、オーバーフロー孔を経由してオーバーフロー管に流入した排水は排水管
を通じて下水道に排水される。
【０００３】
　ところで、オーバーフロー孔周辺や、オーバーフロー管内部は形状的に清掃が行いにく
いため、汚れがたまったり、悪臭が発生したりする場合がある。洗面化粧台では、顔をボ
ウルに近づけて洗顔や洗髪を行うため、オーバーフロー孔やオーバーフロー管が原因のわ
ずかな異臭や汚れであっても気が付きやすい。また、オーバーフロー孔の存在自体も、洗
面ボウルの美感を損ねるという問題点がある。
【０００４】
　この問題に対し、従来例である特開２００６－１２４９５８号公報においては、図２に
示すように、洗面装置１のボウル１０下部に設けた排水口５からの排水の少なくとも一部
を、オーバーフロー管２の内部に注水するように、オーバーフロー管２と排水管３との結
合部に案内堰６を設けたものである。これにより、排水口５からの排水の一部が、オーバ
ーフロー管２の下部Ｘに滞留した水や、付着した汚れを除去し、洗浄する効果がある。
【特許文献１】特開２００６－１２４９５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来例である洗面装置１にあっては、オーバーフロー管２の下部Ｘ
を洗浄する効果があるが、オーバーフロー管の上部Ｙを洗浄する効果はない。従って、オ
ーバーフロー管２やオーバーフロー孔４に付着した汚れを完全には除去することが出来な
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いという問題点がある。また、オーバーフロー管２やオーバーフロー孔４周囲を洗浄する
ことは、オーバーフロー孔４内部の洗浄を行う必要があり、その構造から、完全な洗浄が
困難である。
【０００６】
　本願発明は、上記背景技術に鑑みて発明されたものであり、その課題は、洗面装置にお
ける汚れや異臭を防止し、洗浄を容易になして、衛生的で快適に使用可能な洗面装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本願請求項１記載の発明の洗面装置では、ボウルと、開け
ば給水し閉じれば給水を停止する開閉弁を備えた給水カランと、ボウル内の水位を検知す
る水位検知手段と、前記開閉弁を開閉する制御手段と、を備え、ボウル内の水が所定水位
に達したことを水位検知手段が検知すれば制御手段が開閉弁を閉じて給水を停止するよう
になしている。
【０００８】
　又、本願請求項２記載の発明では、上記請求項１記載の洗面装置において、水位検知手
段はボウル上端より上方で、ボウル中央より奥側に備えた距離センサであることを特徴と
している。
【０００９】
　又、本願請求項３記載の発明では、上記請求項２記載の洗面装置において、水位検知手
段は給水カラン下部に設けた距離センサであることを特徴としている。
【００１０】
　又、本願請求項４記載の発明では、上記請求項２記載の洗面装置において、水位検知手
段はボウルの上方に備える収納キャビネット下部に設けた距離センサであることを特徴と
している。
【発明の効果】
【００１１】
　本願請求項１記載の洗面装置においては、ボウル内の水が所定水位に達したことを水位
検知手段が検知すれば制御手段が開閉弁を閉じて給水を停止するようになしたことから、
ボウル内に溜められた水はボウルから溢れる前に所定水位に達した時点で給水が停止され
、ボウル内の水が給水カランからの給水によってボウルから溢れることがなくなり、これ
によって洗面装置にオーバーフロー孔やオーバーフロー管などのオーバーフロー排水装置
を設ける必要がない。これにより、洗面装置における汚れや異臭を防止し、洗浄を容易に
なして、洗面装置の美感が向上し、衛生的で快適に使用可能である。
【００１２】
　又、本願請求項２記載の洗面装置においては、水位検知手段はボウル上端より上方に備
えた距離センサであることから、水位検知手段をボウル内の水から離れた位置に設けるこ
ととなり、水位検知手段において水による汚れや短絡などの影響が少なくなる。又、水位
検知手段である距離センサは水に直接接触して検知するものではないから、水位検知手段
を洗面装置と一体となす必要がなく、洗面装置設計の自由度が高まると共に、完成後の洗
面装置に備えることも容易である。水位検知手段はボウル中央より奥側に備えたことから
、ボウル手前側から洗面装置を使用する者の手や頭などによって、距離センサによる水位
検知が妨げられない。
【００１３】
　又、本願請求項３記載の洗面装置においては、水位検知手段は給水カラン下部に設けた
距離センサであることから、洗面装置使用の妨げとならず、かつ洗面装置の美感を損ねる
ことがない。又、距離センサは、ボウルの上方でかつ洗面装置内の水に近い場所に設置可
能となり、ボウル内の水位を正確に検知可能となる。
【００１４】
　又、本願請求項４記載の洗面装置においては、水位検知手段はボウルの上方に備える収
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納キャビネット下部に設けた距離センサであることから、洗面装置使用の妨げとならず、
かつ洗面装置の美感を損ねない。しかも、通常収納キャビネットは、ボウル内の水に影響
されにくい程度の距離をおいた位置に設けられることから、その下部に設けられた距離セ
ンサは、ボウル内の水による汚れや短絡などの影響を受けにくい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１は、本願の請求項１～４の全てに対応した第一実施形態の洗面装置を示している。
この洗面装置は、洗顔や洗髪を行う洗面化粧台に備えられたものであり、図１に示す如く
、ボウル１０と、開けば給水し閉じれば給水を停止する開閉弁を備えた給水カラン７と、
ボウル１０内の水位を検知する水位検知手段１１と、前記開閉弁を開閉する制御手段と、
を備え、ボウル１０内の水が所定水位１２に達したことを水位検知手段１１が検知すれば
制御手段が開閉弁を閉じて給水を停止するようになしている。
【００１６】
　又、水位検知手段１１はボウル１０上端より上方で、ボウル１０中央より奥側に備えた
距離センサである。又、水位検知手段１１は給水カラン７下部に設けた距離センサである
。又、水位検知手段１１はボウル１０の上方に備える収納キャビネット８下部に設けた距
離センサである。
【００１７】
　以下、この実施形態の洗面装置を、より具体的詳細に説明する。図１は、第一実施形態
の洗面装置１を備えた洗面化粧台であり、ボウル１０とボウル１０に給水する給水カラン
７を備えている。ボウル１０の下部には排水口５が開口して設けられており、ボウル１０
内の水は排水口５を通じて排水管３へ排水される。洗面装置１上方には、収納キャビネッ
ト８が設けられて、その下部には水位検知手段１１と、給水カラン７が備えられている。
又、給水カラン７の下部にも別の水位検知手段１１が備えられている。ボウル１０内には
所定水位１２が予め定められている。
【００１８】
　洗面装置１は、図１向かって左側方向にあたる手前側から使用される。図１向かって右
側は、洗面装置１の奥側となる。洗面装置１の奥側は上方へ直立した壁となっており、そ
の壁の下端はボウル１０の上端と同一面である。又その壁の水平な上端には、収納キャビ
ネット８の水平な下面と面を接しており、洗面装置１上方の空間を収納に用いることを可
能としている。収納キャビネット８の水平な下面は、洗面装置１奥に備える壁よりも手前
側に張り出して設けられており、収納キャビネット８の水平な下端の手前側はボウル１０
の中央より奥側上方を覆うように突き出ていて、この部分に水位検知手段１１と、給水カ
ラン７とが備えられている。ボウル１０には給水カラン７から水が供給され、洗顔や洗髪
に使用された水は、ボウル１０下部に開口して備えられた排水口５から排水される。
【００１９】
　給水カラン７は上水道から供給される水をボウル１０内に注ぐために、収納キャビネッ
ト８の下面であってボウル１０を覆うように張り出した部分から出て下方に向かい、手前
に向けて曲げられて水平になされ、排水口５直上付近で再び鉛直方向の下向きに曲げられ
て、ボウル１０の中央より奥側において、排水口５に向け鉛直方向下向きに開口している
。このように、給水カラン７はボウル１０の中央より奥側上方に設けられた、上水の通る
パイプであり、ボウル１０下部の排水口５直上付近に開口しているため、給水カラン７か
ら供給される水を用いてボウル１０で洗顔、洗髪が可能となされている。給水カラン７を
末端の開口部とする水供給手段には、開閉自在で閉じれば水の供給を停止するようになさ
れた開閉弁が備えられており、制御手段からの信号によって開閉弁を開いて水を供給した
り、また開閉弁を閉じて水の供給を停止したりすることが可能となされている。
【００２０】
　収納キャビネット８の下面でボウル１０の中央より奥側上方に張り出した位置には、水
位検知手段１１である距離センサが、下方に向けてボウル１０内の水面までの距離を検知
するように備えられて、ボウル１０内に溜められた水の水位を検知可能となされている。
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又、ボウル１０上方において、曲げられて水平になっている給水カラン７の下部には、ボ
ウル１０内に溜められた水の水面までの距離を検知して、ボウル１０内の水位を検知可能
となされた別の水位検知手段１１である距離センサが備えられている。これら２個の距離
センサは、各々がボウル１０内の水面の別々の地点における水位を検知しており、これら
２個の距離センサの両方が、ボウル１０内の水が所定水位１２に達したことを検知すれば
、制御手段が開閉弁を閉ざして、給水カラン７からの給水を停止し、ボウル１０内の水が
溢れないようになされている。
【００２１】
　洗面装置１は洗面化粧台の台座上部に備えられている。台座上部には洗面装置１と、洗
面装置１奥の壁が設置されている。台座内にはボウル１０と排水管３、ボウル１０下部に
開口した排水口５が収まっている。
【００２２】
　排水口５からの排水を妨げるように栓を閉じれば、ボウル１０に水を溜めて使用するこ
とが可能となされている。給水カラン７から供給された水は排水口５に備えた栓を閉めた
ことによって排水口５から排水されなくなり、ボウル１０に溜められる。給水カラン７か
ら水が供給され続けてボウル１０内の水が所定水位１２に達すれば、ボウル１０上方に２
つ設けた距離検知手段が検知して開閉弁を閉じ、これによって給水カラン７からの給水を
停止してボウル１０から水が溢れないようになされている。この時、所定水位１２付近の
手などを誤検知して開閉弁を閉じることを防ぐため、２つの距離検知手段が、同時に、ボ
ウル１０内の水が所定水位１２に到達したことを検知しなければ、開閉弁を閉じないよう
になしている。即ち、ボウル１０上方に２つ設けた両方の距離センサが、ボウル１０内の
水が所定水位１２に達したことを検知すれば、制御部が開閉弁を閉じるようになしている
。
【００２３】
　したがって、この実施形態の洗面装置１においては、ボウル１０内の水が所定水位１２
に達したことを水位検知手段１１が検知すれば制御手段が開閉弁を閉じて給水を停止する
ようになしたことから、ボウル１０内に溜められた水はボウル１０から溢れる前に所定水
位１２に達した時点で給水が停止され、ボウル１０内の水が給水カラン７からの給水によ
ってボウル１０から溢れることがなくなり、これによって洗面装置１にオーバーフロー孔
やオーバーフロー管などのオーバーフロー排水装置を設ける必要がない。これにより、洗
面装置１における汚れや異臭を防止し、洗浄を容易になして、洗面装置１の美感を向上し
、衛生的で快適に使用可能である。
【００２４】
　又、水位検知手段１１はボウル１０上端より上方に備えた距離センサであることから、
水位検知手段１１をボウル１０内の水から離れた位置に設けることとなり、水位検知手段
１１において水による汚れや短絡などの影響が少なくなる。又、水位検知手段１１である
距離センサは水に直接接触して検知するものではないから、水位検知手段１１を洗面装置
１と一体となす必要がなく、洗面装置１設計の自由度が高まると共に、完成後の洗面装置
１に備えることも容易である。水位検知手段１１はボウル１０中央より奥側に備えたこと
から、ボウル１０手前側から洗面装置１を使用する者の手や頭などによって、距離センサ
による水位検知が妨げられない。
【００２５】
　又、水位検知手段１１は給水カラン７下部に設けた距離センサであることから、洗面装
置１使用の妨げとならず、かつ洗面装置１の美感を損ねることがない。又、距離センサは
、ボウル１０の上方でかつ洗面装置１内の水に近い場所に設置可能となり、ボウル１０内
の水位を正確に検知可能となる。
【００２６】
　又、水位検知手段１１はボウル１０の上方に備える収納キャビネット８下部に設けた距
離センサであることから、洗面装置１使用の妨げとならず、かつ洗面装置１の美感を損ね
ない。しかも、通常収納キャビネット８は、ボウル１０内の水に影響されにくい程度の距
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離をおいた位置に設けられることから、その下部に設けられた距離センサは、ボウル１０
内の水による汚れや短絡などの影響を受けにくい。
【００２７】
　又、ボウル１０内の水位を、複数の距離センサで検知し、複数の距離センサの全てが、
ボウル１０内の水が所定水位１２に達したことを検知すれば、制御手段により開閉弁を閉
じるようになしたことから、手などを誤検知して開閉弁を作動させることを防いでいる。
これは、洗面や洗髪に用いられる洗面装置１の水位検知手段１１としては、特に好ましい
ものとなる。
【００２８】
　図２は、本願の請求項１に対応した第二実施形態の洗面装置を示している。なお、ここ
では、上記第一実施形態と相違する事項についてのみ説明し、その他の事項（構成、作用
効果等）については、上記第一の実施形態と同様であるのでその説明を省略する。ボウル
１０と、開けば給水し閉じれば給水を停止する開閉弁を備えた給水カラン７と、ボウル１
０内の水位を検知する水位検知手段１１と、前記開閉弁を開閉する制御手段と、を備え、
ボウル１０内の水が所定水位１２に達したことを水位検知手段１１が検知すれば制御手段
が開閉弁を閉じて給水を停止するようになしたものである。
【００２９】
　以下、この実施形態の洗面装置１を、より具体的詳細に説明する。水位検知手段１１と
して、ボウル１０の所定水位１２より下、ボウル１０奥側の側壁下部に圧力センサを備え
ている。圧力センサの位置は、ボウル１０内の所定水位１２より低い位置であればどの場
所に備えてもよい。ボウル１０上方に備える給水カラン７からボウル１０内へ給水され、
排水口５を閉じるなどボウル１０内に水を溜めた場合などにおいて、所定水位１２に達し
たボウル１０内の水による圧力を検知し、制御手段により開閉弁を閉じて、給水カラン７
からの給水を停止させることで、ボウル１０に給水がされなくなりボウル１０内の水があ
ふれないようになしている。
【００３０】
　したがって、この実施形態の洗面装置１においては、ボウル１０内の水が所定水位１２
に達したことを水位検知手段１１が検知すれば制御手段が開閉弁を閉じて給水を停止する
ようになしたことから、ボウル１０内に溜められた水はボウル１０から溢れる前に所定水
位１２に達した時点で給水が停止され、ボウル１０内の水が給水カラン７からの給水によ
ってボウル１０から溢れることがなくなり、これによって洗面装置１にオーバーフロー孔
やオーバーフロー管などのオーバーフロー排水装置を設ける必要がなくなった。これによ
り、洗面装置１における汚れや異臭を防止し、洗浄を容易になして、洗面装置１の美感を
向上し、衛生的で使用者が快適に使用可能な洗面装置１が実現可能となった。又、水位検
知手段１１を圧力センサとなしたことから、ボウル１０内の水と水位検知手段１１との間
に存在する障害物によってボウル１０内の水が所定水位１２に達したことを妨げられない
という意味において水位検知の確実性を確保した。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本願の第一実施形態である洗面装置を示す側面図。
【図２】本願の第二実施形態である洗面装置を示す側面図。
【図３】従来例である洗面装置を示す側面図。
【符号の説明】
【００３２】
　１　洗面装置
　10　ボウル
　11　水位検知手段
　12　所定水位
　２　オーバーフロー管
　３　排水管
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　４　オーバーフロー孔
　５　排水口
　６　案内堰
　７　給水カラン
　８　収納キャビネット
　Ｘ　オーバーフロー管の下部
　Ｙ　オーバーフロー管の上部

【図１】 【図２】
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【図３】
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